
健康・医療・福祉 

●自宅療養者への食料支援について 

Ｑ． 

8 月 24 日に子が陽性となり家族全員が濃厚接触者となり自宅療養となりました。市の食

料支援の申込みをさせていただいたところ「お届けは 9 月 5 日になります」との案内でし

た。 

新発田市 HPには「新型コロナウイルス感染症による自宅療養者及び同居の濃厚接触者の

うち、食料品等の確保が困難な方への不安の軽減や、市民への感染リスクの低減を図るた

め、食料品等の支援を実施しています。」正午までの申込で翌日配送する旨の記載もありま

した。お忙しい中で激務にあたられている職員の皆さんのご苦労も承知の上で、お送りし

ました。子の陽性判明は 24日、療養期間は 10日、支援物資の配送は療養期間明けとなり、

どう考えても必要なタイミングで支援を受けることができていないことは明白です。 

市長はこの現実を周知していらっしゃるのでしょうか。当然私たちだけが申込みをして

いるわけではない事はわかっていますので、同じように必要なタイミングで支援を受ける

ことができていないご家庭が多数存在しているということになります。こうなってくると、

先にお話しした HP記載の目的が何一つ達成できていないことになります。お忙しいのは分

かります。コロナ関連以外にもやらなければいけないことがあることも分かります。でも、

これで良いのでしょうか。 

 

（令和 4年 8月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 当市の食料支援事業において、大変不快な思いをさせてしまいましたことに、心からお

詫び申し上げます。ご指摘いただいた、この状況を早急に正すこととし、食料支援事業の

運用について、副市長をトップに体制を強化するよう指示し、支援が必要な方に出来る限

り必要なタイミングで配達できるよう、食料支援配送体制を強化することといたしました。  

 改めて、大変不快な思いをさせてしまい、只々お詫びすることしかできませんが、自宅

療養される方が不安にかられることが無いよう、支援を行って参りたいと考えております。 

 

（令和 4年 9月 5日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 



健康・医療・福祉 

●電気料金について 

Ｑ． 

 電力会社から値上げに関するお手紙が届きました。問い合せてみるとかなりの値上がり

になることが判明しました。私の家の場合、年間 78,000円もの負担になります。これは生

活そのものを揺るがす数字です。昨今は値上がりの嵐で生きづらさも感じています。給料

は上がらないのに…どうにかしてください。お願いします。市県国はこの死刑判決のよう

な値上がりの嵐をこのまま国民のみに負担させるのでしょうか？生きていけなくなる人が

増えていきます。せめて値上がりをカバー出来ないのであれば補助金支給や、そもそもの

給料を上げる働きかけをしていただけないでしょうか？本当に死活問題です。よろしくお

願いします。 

 

（令和 4年 9月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 新型コロナウイルス感染症による影響の長期化に加えて、昨今、原油価格や物価等が高

騰するなど先行きが見えない状況であり、今後の生活に大変不安を感じていることと存じ

ます。このような状況下において、現在当市では、国の電力・ガス・食料品等の価格高騰

緊急対策に基づき、住民税非課税世帯及び家計急変世帯に対する１世帯当たり５万円の給

付金の支給や、市の新たな独自支援策として、高校生・大学生等を持つ低所得世帯に対す

る１人当たり１０万円の支給に向け準備を進めております。また、生活に困窮している方

を対象とした相談窓口を開設しており、住居確保給付金や生活福祉資金貸付等の各種支援

制度を紹介するなど、世帯の収支状況に応じた支援を行っておりますので、家計の維持が

困難な場合は、担当課である社会福祉課にご相談くださいますようお願いいたします。 

 このたびの電気料の値上げについては、ロシアのウクライナ侵攻等による燃料価格高騰

の影響を受けており、事態の好転が見通せない状況となっております。国や県に電気代の

値上がりを抑制するための支援について、先日、財務大臣をはじめ、各関連局長に直接お

会いして要望してまいりました。また、働く皆様の所得が改善することも重要と考えてお

り、毎年、国に対して賃金の引上げについて、要望をしているところです。 

 このコロナ禍や物価高騰の状況が一日も早く収まり、安心した生活が続くことを切に願

うとともに、今後も生活にお困りの方に寄り添い、しっかりと支援に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 

（令和 4年 9月 29日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 



健康・医療・福祉 

●新発田地区緊急診療所について 

Ｑ． 

夜間に 0歳の子供の怪我で#8000に相談し新発田地区緊急診療所さんをご紹介され、市の

ホームページにも 21 時まで小児科がやっていると載っていたため 19 時半頃にお電話した

ところ｢内科の先生しかいないから｣と一度お断りされました。しかし再度ホームページを

確認してもう一度夫がお電話したところ確認するとのことだったので待っていましたが、

電話が保留にされずに電話口で｢また電話よこしてきたんだけど｣と言う声も丸聞こえでと

ても不快な印象をお受けしました。また、結果的にも小児科医がいないからとお断りされ

ましたが、ホームページに 365 日診療できると書いてあったのに診療していただけないと

いうのは、緊急診療所としての役割は果たされているのでしょうか。診療できない場合も

あるのでしたら、ホームページにそういった記載もしていただきたいです。 

スタッフさんの対応の改善もぜひお願い致します。 

 

（令和 4年 9月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 このたびは、新発田地区救急診療所の対応について、大変ご不快な思いをさせてしまい

誠に申し訳ございませんでした。深くお詫び申し上げます。小さいお子様の急なお怪我と

いうことで、親御様としてはとても不安であったにもかかわらず、受診できなかったこと、

加えてその際の大変失礼な電話での対応は、本当に申し訳ない思いでいっぱいです。お手

紙を頂戴してすぐに、担当課へ一刻も早くお詫びし、状況を確認するように指示をいたし

ましたが、お怪我については大事に至らなかったとの報告を受け安堵しています。 

 今回の顛末について、新発田地区救急診療所を運営する新発田地区広域事務組合、並び

に下越総合健康開発センターの職員から直接聞き取り確認しましたが、市民の生命と健康

を守る救急診療所としてあってはならないことであり、厳しく指導し、再発防止の徹底に

ついて厳命をいたしました。このようなことを二度と繰り返さないよう新発田地区救急診

療所の適切な運営に向けて、職員の接遇も含めしっかりと指導してまいります。 

 

（令和 4年 9月 30日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


